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・ 月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数の速報値は と前月から ポイント低下。好不況の分岐点

である を上回っているが、改善モメンタムの鈍化が一段と加速し、 年 月以来の低水準を

記録した。発表元の によれば、これを 月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率に引

き直すと、前期比＋ ％ペースに相当。自動車の新排ガス試験関連で 月期の成長率が大幅に

下振れしたが、 月期入り後のリバウンドも予想以上に緩慢。製造業で先行していた業況判

断の冷え込みが、徐々にサービス業に波及しており、先行きの回復加速に暗雲が広がっている。

・ 国別・業種別には、ドイツとフランスの製造業・サービス業が揃って前月から低下。ここから両

国を除くユーロ圏も製造業・サービス業ともに前月から低下した見込み。ドイツとフランスの製

造業ＰＭＩはともに 割れに接近。製造業ＰＭＩの内訳は、ドイツとフランスともに新規受注が

割れ、なかでも輸出受注の冷え込みが目立つ。製造業の雇用判断は、昨年末時点で を超えて

いたドイツが 月に まで低下し、フランスは と 年 月以来の 割れを記録。サービ

ス業の雇用判断も、過去３ヶ月の 超えから 月は まで低下。ユーロ圏のサービス業活動指

数は、年始対比で ポイント低下。水準はなお高いが、サービス業の業況判断も徐々に慎重化。
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